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株式会社ソルクシーズ（本社：東京都港区、代表：長尾 章、東証プライム 証券コード：4284、以下 ソ

ルクシーズ）が提供する IoTによる見守り支援システム「いまイルモ」（以下「いまイルモ」）は、東京海上
グループの東京海上日動ベターライフサービス株式会社（本社：東京都世田谷区、代表：中村 一彦、以下 
東京海上日動ベターライフサービス）が運営する「ヒルデモア／ヒュッテ」シリーズの介護付有料老人ホー
ム「ヒルデモアたまプラーザ・ビレッジⅢ」に採用されましたのでお知らせいたします。 
 
 介護付有料老人ホーム「ヒルデモアたまプラーザ・ビレッジⅢ」は、入居者の見守りに「流量センサー」
を設置していましたが、「いまイルモ」へのリプレースを実施しました。この選択の理由は、″アイホン株式
会社のナースコールシステム「Vi-nurse※」と連携した安否通知が可能″、″設置が簡単″、″トイレを使用しな
い入居者の見守りにも有効″、この 3点を評価したことです。同社の介護付有料老人ホームでの採用は、「ヒ
ルデモアたまプラーザ・ビレッジⅡ」に続き 2施設目となります。 
※Vi-nurseはアイホン株式会社の登録商標です。 

 
■施設概要 
名 称 ：ヒルデモアたまプラーザ・ビレッジⅢ 
所在地 ：神奈川県川崎市宮前区犬蔵２丁目３４－７ 
施設類型 ：介護付有料老人ホーム（一般型） 
居室数 ：７０室 
事業主体 ：東京海上日動ベターライフサービス株式会社 
URL ：https://www.tnbls.co.jp/hyldemoer/home/tama_3/ 

 
■ IoTによる見守り支援システム「いまイルモ」とは 

IoTによる見守り支援システム「いまイルモ」は、多機能センサーから得た日々の行動をデータ化し、兆
候を『見える化』するためのシステムで、緊急時にはメールやナースコール経由で通知します。独り暮らし
の見守りをはじめ、高齢者住宅、介護施設など様々なシーン向けにカスタマイズし、“いまイルモシリーズ”
としてご提供しています。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
IoTによる見守り支援システム「いまイルモ」 

介護付有料老人ホーム「ヒルデモアたまプラーザ・ビレッジⅢ」採用 
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【見守り支援システム「いまイルモ」に関するお問い合わせ先】 
担当：IoT事業推進室 六角（むすみ）、亀山 
TEL: 03-6722-5019 FAX: 03-6722-5079 
メールアドレス：support@imairumo.com 
ホームページ：https://www.imairumo.com/ 
 
【会社概要】 
会社名： 株式会社ソルクシーズ 
所在地： 〒108-0023 東京都港区芝浦 3-1-21 msb Tamachi 田町ステーションタワーS 13F 
代表者： 代表取締役社長 長尾 章 
設 立： 1981年 2月 
資本金： 14億 9,450万円（2021年 12月末日現在） 
事業内容：SI/受託開発業務（システムコンサルティング、システムの設計・開発・運用・保守）、ソリューシ
ョン業務（セキュリティコンサルティング、パッケージシステムの開発・販売・保守）及び関連機器の販売等 
ホームページ：https://www.solxyz.co.jp/ 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本リリースに関するお問い合わせ先 

       株式会社ソルクシーズ 経営企画室 
 TEL: 03-6722-5011（代表） 
 FAX: 03-6722-5021 
 Mail:  ir-post@solxyz.co.jp 
  

ソルクシーズグループは、 
『お客様の業務改革を支えるのは、大胆で独創的な発想力、そして、迅速な対応力』を 
モットーに、お客様の夢を実現するソリューション・カンパニーを目指しています。 
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